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まった．1859年に出版された Notes on Nursing-
What it is and What it is not（看護覚え書）は，
環境を切り口に書かれた看護の本質論ともいえる
もので，これが看護理論の始まりといわれ，その















































































































































　 看 護 の 領 域 で は， 全 米 看 護 連 盟（National 
league for Nursing, 1895）の前身である組織や米
国看護協会（American Nursing Association, 1896）
の前身の組織が設立された．また，国際的な専門






































































































































































































































































































































2 ．看護のメタパラダイム， 3 ．看護理論のテー




































































































院 で 授 業 が 展 開 さ れ て い る． 基 礎 教 育 で は
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